リーマン予想解決論文・草案
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■初めに

数学会において最も困難な難問の一つ「リーマン予想」は常識的な手法では解決できません。

今回私が提示する解決法は多くの人にとって受け入れがたい理論と感じるでしょう。

しかし、重要なのはその理論の中に「真理」が有されているか？と言う事です。

その為にはまず、私の理論を客観的に観察して下さい。

そして、皆でゆっくりと時間をかけて考えましょう。

■事前知識

ジョン・ナッシュ博士の提案した解決法を継承します。

ジョン・ナッシュ - Wikipedia
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%8A%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5
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1,現実の数学の世界

2,直線

3,都合の良い世界

4,点

5,球

6,変換の証明

ジョン・ナッシュ博士の理論は、

リーマン予想が解決できる都合のよい世界を想像によって生み出します。

その世界と現実の世界を比較して、それが変換可能であることを証明すればよい。

と言うものでした。

その都合のよい世界については博士自身も、また現在の数学者たちも想像できていません。

しかし、私がそれを想像し完成させる事が出来ました。
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まずリーマン予想の簡易的な図を用意します。
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次に左右の「場」を切り離します。

そうするとゼロ点が並ぶ直線のみが残ります。
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その直線を巻き取り凝縮します。すると「点」になります。

この点に先ほど切り離した左右の「場」を結合させると球体空間になります。
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1,球の内空間は「場」

2,凝縮されたゼロ点（球の中心）
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最初の直線の図と比較するとこの様になります

「場」は常に球体でその中心にはゼロ点が凝縮されているのです。

比較しやすい様に動画も用意しました。（動画参照m01)
これがリーマン予想が解決できる都合の良い世界です。

ゼロ点の位置は常に球の中心である為リーマン予想の主題である「一直線上」が満たされているからです。

点は直線を兼ねます。

この理想の世界をより現実的な世界に変換しなくてはなりません

従って、次は球体の「場」の作り方について説明します。
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現在のリーマン予想の式では球になりません。

なので球になる為の修正が必要となります。

それはどのようにして見つけるか？

私の直感では ” x ” が鍵を握ると考えます。

◇ここで私的な理論を一つ説明します。

球 + 球＝球

球 - 球＝球

球 * 球＝球

球 / 球＝球

となるはずです。

なぜならば
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球を均等分割するとその素の数は無限になります

そして全ての球は同じように無限になるのでそれぞれを “+ - * / “ しても結合すれば球に戻るからです

一方、球でない場合は均等分割をしても無限になりません

分割の行為を「無限を目指して繰り返す」ことは出来ても

分割した結果は常に有限となります

有限と無限を “+ - * / “ すると必ず無限が余ります

そうすると素を結合して球に戻すことは出来ないのです

この理論はリーマン予想とは関係ない私的理論なので、これを正式に証明する義務は発生しません。

しかし、リーマン予想の式を球体に修正するポイントをあぶり出す為には有効な理論と言えます。

つまり「球」の特性を持たない要素を取り除けばリーマン予想の式は「球」になると言うわけです。

では現在の式で「球」の特性を持たない部分はどこかと考えれば… ” x “ が怪しいとなります。

ちなみに素数（Ｐ）は球の特性である「約数をもたない」がある為、この場合は「球」扱いとなります。
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ここでもう一度私の直感を加えます。

“ x “ を " P ” に修正したらどのような図になるのか？（点になるのか？）

“ x “ を " xP ” に修正したらどのような図になるのか？（球になるのか？）

“ x “ を " nP ” では？ 

“ x “ を " 10P進法 ” では？

私は計算する能力がないので確認する事が出来ません

ですが、“ x “ に何らかの修正を加える、

もしくは代入する値を特殊な定数にする事で「球」が成立する方法は「存在する」と考えます。

この部分は専門家の皆さんの協力が必要となります。
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私の予想では“ x “ に " xP ” を代入するのが良いと思っています。

この論文は「草案」なので" xP ” を代入したら図は球になった。と言う仮定で話を続けます。

リーマン予想の式にある “ x “  とは何なのか？

今一度考えてみる必要があります。

何が許され、何が不可なのか？

 “ x “ の哲学的な条件は何か？

常識にとらわれない修正、変更可能な範囲。

それらを満たし、且つ球になる修正について考えましょう。

以上が事前知識です。

■本格的な解決理論

いよいよ、本題に入ります。

以下の条件が満たされる時、リーマン予想は解決されたと哲学的に断定できます。

適切な “ x “ の修正によって「場」は常に「球」を維持する。

球の中心は移動しない。

3、ゼロ点は失われる事無く常に「球」の中心に発生している。

4、ある一つの値に対するゼロ点の数は必ず１個所である。
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（横方向に対してゼロ点が２つ以上発生する事はない）

（球体内にゼロ点の数は常に１個所のみ）

以上４つをまとめるとこうなります。

『常にゼロ点が一個所のみ発生し、それが”固定された球の中心”であり続ければリーマン予想は解決したと断定できる』

常識ではこの４つの条件が満たされる数学的理論・証明が必要となりますが、

この論文ではそれを提示しません。

何故ならば不要だからです。

代わりに以下の様な理論を提示します。

■最終結論

1、適切な “ x “ の修正によって「場」は常に「球」を維持する解は「公理」として認められるべきである。

2、球の中心は移動しないとする解は「公理」として認められるべきである。

3、ゼロ点は失われる事無く常に「球」の中心に発生する解は「公理」として認められるべきである。

4、ある一つの値に対するゼロ点の数は必ず１個所であるとする解は「公理」として認められるべきである。

以上４点が公理として認められるのであれば数学的証明の提示は必要なく、

その結果、哲学的考察によってリーマン予想は解決された、と結論付けられます。

■あとがき

何でもかんでも公理にするべきではないと言う人もいるでしょう。

しかし、数学の根源的な問いとシンプルで適切と判断される解が満たされるのであれば、

新たな公理を作り出してもよいはずです。

学問は常に進歩、発展、変化を積み重ねる宿命だからです。

今回私が提示する４つの公理は議論の価値があると考えます。

そして場を「球」にする適切な “ x “ の修正、代入も可能であると考えます。

非常識だから考える価値が無いなどと思わず、どうか時間をかけて考察して下さい。

なぜ数学者はリーマン予想を１５０年間も解く事が出来なかったのか？

それはこの問題が数学の問いではなく哲学の問いだからです。

専門外の問いだから１５０年間誰も解けなかった。

単純、且つ明快な理由だと思います。

もはや、常識では解く事が出来ないと誰もが認める難問。

であるならば、この奇想天外な論文と向き合うのも一興である。

ジョン・ナッシュ博士がこれを読んだらどう思うでしょうか？

「興味深い」を申すはずです。

数学の未来は今生きている私たちが考え発展させなければなりません。

私たちが考えなければ、未来の数学者たちも考えずに放置するでしょう。

答えを急ぐ必要はないです。

ゆっくりと時間をかけて議論すればいいだけです。

どのような結論が出ようとも数学の「智」は育ちます。

一番大切なことは「考える事」

その行為こそ「人間」そのものであり、「学問」でもあります。

了

